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編集後記

今年度の女性学インスティチュートの活動は、春の主催講演会も初夏の連続
セミナーも、女性学研究会（⚙月に第⚕回、⚒月に第⚖回）も優れた講師陣の
お蔭で充実した内容となった。全学的な副専攻プログラムはこれまで音楽学部
以外では機能していなかったが、今年度、初めて女性学分野で修了生が出たの
は喜ばしい。書評コンクールも優秀賞を出すことができた。機関誌『女性学評
論』は10月の投稿論文が⚑本という危機的状況に陥ったが、呼びかけに応えて
くれた所員の熱意で充実した形となったことに感謝したい。本学の女性学イン
スティチュートは日本で⚒番目に古い女性学専門の組織であり、その火を消し
てはならないと考える。女性学インスティチュートの所員ならびに委員各位、
そして事務局の皆様のお力添えによって、⚒期⚔年間のディレクター職を全う
することができた。ここに深謝する。 （文責：津上智実）


